
三鷹産業プラザ内「みたかショーケースe」に潜入

「東京の三鷹って行ったことある？」おお！今回の取材先はあのジブリ美術館で有名な三鷹市ですな。いやー、行ってみたかったんスよ、
ジブリ美術館。トトロとかラピュタとかに会えるんスね、と浮かれる私に「いや、ジブリじゃなくて三鷹産業プラザに行ってもらいたいのよ」
と冷たい編集部からのお言葉。そろそろ、テーマパークとか行かせろちゅーの！と少々モチベーションを下げながらも、三鷹に向かって東京
の大動脈中央線にライド・オン！ Photo:Watari Tokuhiro

引っ越したくなること請け合い？
今そこにある未来の街の姿を見学

はい、やってきましたジブリと太宰治の

街、三鷹市。約束の時間より1時間以上

早く到着してしまったので、喫茶店でPC

に入れておいた「人間失格」でも読もうか

なー、とノートPCを開きました。すると！

なんと無線LANがつながるではないです

か。周りには会社も個人宅もないし、なん

で無線が来てるんだろう？

「三鷹市は街全体でITに力を入れてい

ますから、無線LAN設備を導入しようとい

う喫茶店さんも多いんだと思いますよ」と言

いながら迎えに来てくださったのは「あすの

まち・三鷹」推進協議会の会長の前田隆

正さんと事務局主任の大朝摂子さん1。2

人について、三鷹産業プラザというビルの

地下に降りて行くと、そこには「みたかショ

ーケースe」という看板と、なんか変な機械

がいっぱい……2。なんなんスか、ココ？

「近い未来、IT技術やネットワーク技術

が三鷹市民にどのように便利な生活をも

たらすのか、それを市民に実感していただ

くためのショールームなんですよ。たとえ

ば、コレなんか街の集会所などにあったら

スゴイでしょ」と紹介されたのは、なんの

変哲もないモニター3。どこがスゴイんで

すか？「まあまあ、ちょっと触ってみてくだ

さいよ」と、言われるがままにモニターに

映し出された写真を触ってみると……！ヒ

エ、写真が動く！4

ハ イ テ ク 三 鷹 の 秘 密 が 隠 さ れ た 「 み た か シ ョ ー ケ ー ス e 」
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あすのまち・三鷹、かかってきなさい！

「あすのまち・三鷹」推進協議会の前田隆正会長（左）と大朝
摂子主任（右）

見たことのない機械がいっぱい

「みたかショーケースe」
http://www.asutaka.gr.jp/

大人の大人の
渋谷“かかってきなさい”雪絵レ ポ ー タ ー

社会科見学⑧社会科見学⑧
いろんなインフラの裏側を探ろう！
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利にしていこうというプロジェクトですね。

このプロジェクトを進める母体となっている

のが、私たちの所属している『あすのまち・

三鷹』推進協議会なのですが、ただプラン

を練っているだけではなかなか市民に理解

してもらえない。そこで、実際にこのプロジ

ェクトが進むと生活はどうなるのか、具体的

なサービスや技術を展示しているのが、こ

のショーケースeなのです」（前田さん）。

ほかにも、ここには未来を感じさせてくれ

る装置などが多く展示されていて、市民が

いつでも触れるのですが、なんで三鷹市は

こんなにITに力を入れているんでしょう？

「今の三鷹市長である清原慶子さんは『あ

すのまち・三鷹推進プロジェクト』という活

動に力を入れています。三鷹市をフィール

ドとしてIT技術を使った実験を行い、三鷹

市が提供する行政サービスなどをもっと便

「これは手でホームページを操作したり、

メールを書いたりできる大型モニターで、日

本で実際に一般の人が触れるのはこのシ

ョーケースeだけです。たとえば、集会所の

掲示板などがこのようなネットワークにつな

がったモニターになり、市民が自由に写真

や伝言などの情報を掲示できるようになれ

ば、これこそ未来の町内“掲示版“となる

のではないでしょうか」（大朝さん）。

I T 技 術 を 市 民 の 目 に も 見 え る 形 で 展 示

むろにノートパソコンを取り出し、無線でイ

ンターネットに接続。ストリーミングで授業

を受けちゃうというわけですな。そのほかに

も、ストリーミングの映像と、先生がホワイ

トボードに書いている文字を同期させて、

1つのコンテンツとしてパッケージしてくれ

るシステムなんかもあり、三鷹ではどこにい

ても授業が受けられるインフラが整いつつ

あるなぁと実感。さらには、侵入者を検知

するとメールで本人に伝えてくれるセキュリ

ティーシステムや、ご老人がベッドから起き

あがるとそのことをネットワークを使って介

護者に教えてくれる介護システムなども展

示されていて、まさに近い将来の街のあり

かたという感じ。いや、ホントに三鷹に引

っ越そうかなという気持ちになる展示ばか

り……。我が町よ、見習ってくれ！と叫び

たくなること請け合でした！

前田さんがおっしゃるとおり、ここには「こ

んなのあったらいいなぁ」なソリューション

がいっぱい。たとえば「e！School三鷹モ

デル事業」の展示。具体的には100台の

無線LAN対応のノートパソコンを市民モニ

ターに配付。学校と教育センター、市立図

書館などをIPv6に対応した高速回線で結

び、地域ぐるみの教育を展開しようという

もの。簡単に言うと、駅前で小学生がおも

“ 未 来 の 街 ” を 想 像 さ せ て く れ る 仕 組 み が ズ ラ リ

渋谷“かかってきなさい”雪絵
Y u k i e - k a k a t t e k i n a s a i - S h i b u y a

インターネット上の大学を運営
するスクールオンインターネッ
ト研究所（SOI）に勤めながら、本誌
特別調査員として世界を駆け回る。
SOIでの彼女は仮の姿なのでご注
意を。好きな言葉は“成せば成る”。

見てきましたよ！「ショーケースe」。最初はジブリじゃないということで、少々モチベーション下がり気

味だったんですが、いろいろ便利な仕組みを見せてもらうウチに、かなり興奮。わたし、インターネットを

使った教育の分野を本業にしてますんで、「教育」に関する展示はかなり興味津々。市民向けっていう

ことでインターフェイスが簡単だったりと、参考にしたいところ満載です。市民向けという意味では、老

人介護システムもよくできていたっスね。たとえば老人を「監視」するんではなく、「見守る」という視点か

ら作られたネットワークカメラなんかは、「あすのまち・三鷹」推進協議会が市民も参加している組織だ

からこそ生まれるアイデアなのかなあと感心しきりです。まあ、感心してばっかりじゃなく、本日のインプ

レションをSOIのほうでも活かさなければ、と心に誓ったところで、ハイ、次行ってきます！

雪絵後日談 「大人の社会を知ったっス」

「e！School三鷹モデル事業」の解説を受けています インターネットを使った“エサヤリ機”もありました FTTHにつながったパソコンを展示。市民に光イ
ンターネットを知ってもらう目的です

警備会社が開発したホームセキュリティーシステムを試してみる 老人介護システムをミニチュアを使って説明してくれた大朝さん

手が不自由な方のための食事支援ロボット
「マイスプーン」までもありました！
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